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研究成果の概要（和文）：本研究では、知識と行動の不一致に内在する問題特性を明確化し、不一致を解消させ
る要因を検討するために、洪水災害時の避難行動、情報モラル行動、自転車運転行動を対象に、心理実験を行な
い、全ての対象分野において知識と行動の不一致の発現を確認した。さらに、不安全行動の発現過程に基づいた
学習支援方式として、不安全避難行動の誘発により危険を疑似体験させる学習支援システムを開発した。評価実
験の結果、学習支援システムが学習者の安全避難行動の意図形成を促す可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：In this study, in order to clarify characteristics inherent in the 
knowledge-to-action gap and investigate factors contributing to the mediation of the gap, 
psychological experiments are conducted in three fields: evacuation behavior for disaster 
prevention, information ethics behavior, and bicycle driving behavior. As results of the 
experiments, it was confirmed there exists the gap between knowledge and behavioral intention in all
 the three fields. Moreover, taking account of the process of performing unsafe behaviors, we 
developed a learning support system that provides learners with simulated unsafe experience. The 
system was evaluated by a psychological experiment, and it was demonstrated the possibilities of 
mediating the inconsistency between evacuation knowledge and behavior intention with the proposed 
learning support method.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 防災、健康、環境等の問題分野では、対
象に関する知識を有していたとしても、その
知識を行動として具現化しようとする意志
（行動意図）が形成されなければ、実効的な
意味で知識を習得したとみなすことはでき
ない。例えば、適切な避難心得が周知された
としても、災害時に個々の住民が適切な行動
をとらなければ地域全体の円滑な避難行動
に大きな妨げとなる。このような知識と行動
の不一致の解消要因を明らかにすることは、
習得した知識を実際の行動に移すことが必
要な分野に対する学習支援において重要な
役割を担う。研究開始当初、知識と行動の不
一致を定量化する手法は我々の先行研究＜
引用文献①＞で用いられた手法以外に提案
されておらず、本研究においてもこの手法の
新規性をさらに発展させながら定量的デー
タを蓄積する。 
 
(2) 心理学的実験手法の多くは因果関係を
特定するための定量的なアプローチである。
知識と行動の不一致を解消させると推定さ
れる要因の他に、結果に影響し得る要因を統
制するために心理学的実験手法を使用する
ことで、適切な行動意図の生成に寄与する要
因を特定することが可能である。このように、
心理学的実験手法は、意思決定モデルの構築
において定量的な特性の解明に有効であり、
現象を客観的にとらえることを可能にする。
しかし、意思決定プロセスを定量的に解明す
るだけでは、学習支援システムにおいて学習
者の理解の助けとなる説明的な記述を得る
ことができない。 
 
２．研究の目的 
(1) 知識と行動の不一致に内在する問題特
性を明確化し、不一致を解消させる要因を検
討すること。 
 
(2) 不安全／不遵守行動の発現過程に基づ
いた学習支援システムを開発し、その効果を
実証すること。 
 
３．研究の方法 
(1) 知識と行動意図の不一致は、正しい知識
を有しているにもかかわらず、自身が実際に
行動を選択する際に正しい知識に反する行
動を選択しようとすることによって発現す
る。本研究では、知識と行動意図の不一致が
生じていたかどうかを判別するために、正し
い知識に基づく適切な行動を問う知識課題
と、自身が実際に選択する行動を問う意図課
題を用いる実験的手法＜引用文献①＞を異
なる分野に適用することによって、特定分野
の特性に依存しない手法として一般性を高
めていく。 
 
(2) 不一致を定量化する手法が、異なる分野
において適用可能かを検討するために、豪雨

災害時の避難行動、情報モラル行動、自転車
運転行動の分野において、手法を用いて実験
を実施する。先行研究＜引用文献①＞におけ
る不一致定量化手法では、行動を求められる
状況文とともに、適切な行動と不適切な行動
が対で提示されていた。そこで、行動対が「A
する or B する」および「Aする or A しない」
の観点から体系化する．さらに，行動対が等
しく想像可能であるかについて検討を加え
ることで、手法を洗練する。 
 
(3) 定量的なアプローチを補完するために、
定性的なアプローチもとる。定性的なアプロ
ーチとしては、意思決定過程に関する説明の
導出に適しているオントロジー工学を採用
する。学習支援システムの学習内容と整合す
る不安全行動初期オントロジーと学習目標
初期オントロジーを作成し、二つのオントロ
ジーを有機的に組み合わせることで，学習目
標を体系化する。体系化された学習目標があ
ることによって、学習支援システムの仕様を
決定することが可能になる。 
 
 (4) 体系化された学習目標に基づいて学習
支援システムを開発する。開発された学習支
援システムの学習効果を検証するために、従
来と同じ支援方法を提供する学習支援シス
テムも合わせて開発し、比較実験を実施する。
その際、不一致定量化手法を援用した従属変
数を使用することで、知識の定着だけでなく、
行動意図の形成についても効果を測定する。 
 
４．研究成果 
(1) 知識と行動の不一致に内在する問題特
性の明確化、および不一致を解消させる要因
の検討においては、洪水災害時の避難行動
（2014 年度～）、情報モラル行動（2015 年度
～）、自転車運転行動（2016 年度～）を対象
に心理実験的検討を行った。その結果、全て
の対象分野で、適切な知識を有していてもそ
の知識に反する行動をとる、知識と行動の不
一致が定量的に示された。 
 
① 避難行動については、新聞記事データベ
ースの豪雨災害事例（過去 15 年分）から類
型化された 10 項目の不安全避難行動に基づ
いて避難時の心得に関する知識を作成し、心
理実験的検討を行った。その結果、不安全避
難行動の意図形成に、災害状況や不安全行動
に対する危険認知の低さが影響しているこ
とが示された〔雑誌論文③、学会発表⑦〕。
このことから、避難時の不安全行動を防止す
るには，災害状況や不安全避難行動の危険性
を効果的に示していくとともに、危険認知に
ついて一人一人の感受性を高めていく必要
があることが確認された。 
 
② 情報モラルについては、高等学校教科「情
報」の検定教科書(6 種類)および副読本(5 種
類)の記載内容から類型化された18項目の情



報モラル不遵守行動に基づいて、心理実験的
検討を行った。その結果、高等学校で実施し
た調査ではクラスメイトが情報モラルに反
する行動をとる割合を実際よりも高く推定
していることが示された〔雑誌論文②、学会
発表②⑤〕。また、大学で実施した調査では、
行動に対する態度、主観的規範、行動コント
ロール感が情報モラルに反する行の意図形
成に影響を与えることが示された〔学会発表
①〕。 
 
③ 自転車運転行動では、警視庁が取りまと
めた自転車の危険行為 14 類型に基づいて作
成した安全運転に関する知識（16 項目）を用
いて心理実験的検討を行った。その結果、切
迫感、コスト感、危険性の認知が不安全運転
行動の意図形成に影響を与えることが示さ
れた。さらに、自身が加害者となる可能性を
提示された方が、被害者となる可能性が提示
されるよりも不安全運転行動の意図が形成
されることが示された〔学会発表④〕。 
 
④ 以上の結果は、知識と行動の橋渡しを注
意深く設計した教育法構築の重要性を示す
ものである。また、これらの実験で用いた心
理学的実験手法については心理学系の国際
会議（2017 年度）で発表を行った〔学会発表
③〕。 
 
(2) 不安全／不遵守行動の発現過程に基づ
いた学習支援システムの開発については、洪
水災害時の避難行動を対象に、不安全避難行
動を誘発する避難場面の目的と異なる達成
目的を示唆することで危険を疑似体験させ
る学習支援方式を提案〔学会発表⑧⑨〕する
とともに、提案方式に基づいた学習支援シス
テムを設計・試作した（図 1、図 2参照）〔学
会発表⑥〕。評価実験の結果、疑似被災体験
をしていない場合、知識と行動意図の不一致
が確認され、不安全避難行動による被災の疑
似体験の必要性が確認された。 
 
危険箇所 がけ 
災害時の行動
（安全行動） 

がけ崩れの前兆が見られる場
合、近づかずに離れる。 

不安全行動誘
発の仕組み 

がけを越えた場所（右側）にゲ
ームのゴールを設置。 

疑似体験シス
テムの画面 

 

図 1 疑似体験システムの例 1 
 
 
 

危険箇所 アンダーパス 
災害時の行動
（安全行動） 

アンダーパスが冠水している場
合、進入せずに引き返す。 

不安全行動誘
発の仕組み 

アンダーパスを戦う相手として
提示する。 

疑似体験シス
テムの画面 

 

図 2 疑似体験システムの例 2 
 
また、ゲーム的要素を取り入れた学習支援シ
ステムとして、誘発ありシステムの方が誘発
なしシステムより楽しさ・印象・もう一度利
用してみたいかのすべての評価が高かった。
このことから、ゲーム的要素を取り入れた誘
発ありシステムが、学習支援システム利用の
動機付けを高めることが示された〔雑誌論文
①〕。 
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